
秋田県立聴覚支援学校 進路指導部 

令和6年11月22日発行 

No.６ 

 

 

  

 

 

 

聴覚支援学校同窓会、聴力障害者協会、卒業生サロンの様子、中学部の職場体験についてご紹介します。 

 

しんろだより～道～ 
同窓会について 

                                           

名称：秋田県立聴覚支援学校同窓会（旧 秋田県立聾学校同窓会） 

目的：１ 会員間の親睦交流を深め、情報を交換し互いに励まし合う。  

２ お世話になった母校に感謝し、母校を支援する。 

○「母校を支援する」とは… 

・ 母校発展のために、何か役立つことをする。 

（例）創立９０周年記念式典を祝い、同窓会が「記念碑」を建立し、母校に寄贈する。 

   創立１１０周年記念式典の成功を願い、同窓会から「寄付金」を贈呈する。 

・ 母校で学ぶ後輩たちの学校生活を応援する。 

（例）部活動を支援するために、同窓会から「部活動支援金」を寄付する。 

    運動会の時に「賞品」の一部を寄付…など。 

   年会費：個人会員２，０００円 夫婦会員３，０００円 

○「会費協力者」の特典 

 ・同窓会会報の送付（年２回）     ・同窓会主催行事のご案内   

・母校主催の卒業生対象行事のご案内  ・そのほか、必要な情報をお伝えします。 

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

一般社団法人秋田県聴力障害者協会のこの一年間の活動について 

                                     事務局長 加藤 薫 

 昨年７月に「ろう児の支援と『誰一人取り残さない』ろう教育の実現を」をテーマに第３３回全国

ろう教育を考える討論集会を秋田市で開催した。大雨で甚大な被害が出た直後の集会開催であった

が、全国から２００名を超えるろう教育専門家や教職員、関係者が集まり、講演、分科会、交流会、

特別講座などで、討議や情報交換し合った。この結果が、今後の本県のろう教育の発展に活かされる

ことなど、関係者の熱い期待を込めて終わることが出来たと思う。 

 今年２月には、行政関係者やスポーツ関係者と一緒になって来年１１月に東京で開催される「東京

２０２５デフリンピック応援学習会」を開催し、デフリンピックの理解と啓発、デフスポーツの素晴

らしさ、大会効果などについて学習した。出場選手の選考決定はまだだが、本県出身の選手が決定す

れば、県民全体で応援できるスタイルを作りたいと思う。 

 ９月２３日は「手話言語の国際デー」に因み秋田港セリオンでブルーライトアップイベントを実施

し、ろうあ者の人権擁護や手話言語の理解普及を願い、世界平和を祈った。本県では初めてのイベン

ト実施だったが、来賓や多くの県民がお祝いに駆けつけてくれた。 

その１週間後に、第３７回秋田県聴力障害者福祉大会・第３６回秋田県聴力障害者作品展を男鹿市

で開催し、県内から２００人を超える参加者が参集した。県内５地区で大会を開催する事で、県内

隅々まで聴覚障害の理解や手話言語の普及、福祉施策の充実をめざして運動していこうとするもの。 

今後も多くの県民と手を携え、きこえない人たちが、どこに行っても、差別されず、きこえる人た

ちと共生できる幸せな街づくりを目指していきたいと思う。                   



発行内容・お問い合わせについて 

進路指導部報「しんろだより～道～」は、保護者の皆様へ進路に関する様々な情報をお伝えしてい

きます。学校ホームページにも掲載しておりますので、どうぞご覧になってください。 

（ホームページＵＲＬ：http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/chokaku-s/） 

他にも進路に関して知りたい情報や疑問等がございましたら、お気軽に教頭、担任、進路指導部員

にお話しください。 

 

卒業生サロン実施しました！ 

 

  令和 6年度卒業サロンが 10 月 26日（土）学習発表会に合わせて実施されました。卒業生 11

名が来室、内 6 名が久しぶりに会う友達や先輩との会話を時間いっぱい楽しみました。 

感染症への心配は依然あり、児童生徒数も減少している状況ですが、参加者が和気あいあいと歓

談する様子から、本校での集いが卒業生にとって本当に大切な場であることを再認識するととも

に、続けていく意義を感じました。（文責：伊藤健人） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

卒業生へのお知らせ 

 

卒業生の皆様へのお願いや学校行事のお知らせについて「すぐーる」というアプリを活用して行  

うことができるようになりました。別紙「すぐーる 聴覚支援学校 卒業生 登録手順書」に従い、 

登録をお願いします。ご不明な点がございましたら、教頭または進路指導主事にお問い合わせくだ 

さい。                           電 話 ：018-889-8572   FAX ：018-889-8575 

E メールアドレス：chokaku-s@akita-pref.ed.jp 

 

 

中学部 職場体験 

 

１１月７～８日に職場体験を実施しました。中学部の職場体験は、体験的な活動を通して卒業後の進路に 

ついて考える機会になっています。生徒は、「今回の体験で身に付けた力を、今後の学習や生活に生かし 

ていきたい」と感想を述べていました。（文責・熊谷風） 

学年・氏名 体験先 内容 

中学部１年 T さん 社会福祉法人 サンふくし会 

サンハウス 
フルーツネットの数を数えたり、折った

りする作業を行いました。初めての職場

体験でしたが、時間まで集中して取り組

みました 

中学部３年 Y さん 中通リハビリテーション病院 

秋田県立医療療育センター 
看護やリハビリ、保育、管理栄養士等の

仕事を見学・体験しました。働く上で大

切な力について考えることができまし

た。 
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